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－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 15 3 3 0 2 4 × 17 1 7 0 2

5 × 21 1 8 2 3 5 × 13 1 5 0 2

6 DNP 0 0 0 0 0 6 × 2 0 0 2 0

7 DNP 0 0 0 0 0 7 × 13 2 3 1 2

8 × 7 0 2 3 3 8 DNP 0 0 0 0 0

9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0

10 / 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 × 6 0 3 0 2 12 × 12 0 6 0 0

13 / 2 0 1 0 2 13 / 15 1 5 2 1

14 DNP 0 0 0 0 0 14 / 2 0 1 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 ### 14 0 7 0 1 18 DNP 0 0 0 0 0

65 4 24 5 13 74 5 27 5 7

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

12:15

得点経過
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久米 打出 

四国ブロック代表久米と、近畿ブロック代表打出の一戦。久米はハーフコートマンツーマン Def、打出はオールコートマンツーマン Def で

試合開始。久米は♯５のドライブと♯１８のリバウンドが試合を支配し、得点を重ねる。打出は堅さからミスが目立ち、開始３分にすかさずタ

イムアウト。久米♯８のドライブが止められずファウルを重ねるも、パス回しが機能し始め、打出♯１３の３Ｐで巻き返し、２０－１６で１Ｑ

終了。２Ｑ、互いにハーフコートマンツーマン Def で開始。打出は♯５の３Ｐ、♯４の連続得点により逆転。久米はたまらずタイムアウトを取

る。再開後、打出は激しいオールコートマンツーマン Def で勝負をかけ、♯４の連続得点で差をさらに広げる。久米は♯４の連続３Ｐと♯５の

スティールからの得点で悪い流れを断ち切り、３４－３４の同点で前半終了。 

３Ｑ、開始から打出はオールコートプレスを仕掛け、４連続得点。久米はタイムアウトを取り、対抗するも、プレスを突破できず、点差は

２桁に広がる。♯４の３Ｐや相手のオウンゴールで点差を１桁に戻すが、打出♯７の３Ｐ、♯１２のリバウンドからのシュートで点差は再び開

き、４３－５９で３Ｑ終了。４Ｑ、久米は♯５のドライブで打出のオールコートプレスに切り込み、残り３分で点差を７点まで縮める。しかし

打出はタイムアウトを取ってこの流れを止め、冷静なゲームメイクとスティールでこれ以上の追撃を許さず、６５－７４で打出が逃げ切った。 


